
村川雅弘（鳴門教育大学）

カリキュラムマネジメントに求められる
管理職の役割と効果的な取り組み
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初等中等教育分科会

チーム学校作業部会
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①文部科学省『学習指導要領解説総合的な学習の
時間編（小学校・中学校）』作成委員

②文部科学省『学習指導要領指導資料 総合的な学
習の時間編（小学校・中学校）』作成委員

③文部科学省「育成すべき資質・能力を踏まえた教
育目標・内容と評価の在り方に関する検討会」委員

④独立行政法人教員研修センター「カリキュラム・
マネジメント指導者養成研修」常任講師

⑤鳴門教育大学教職実践力共通科目「カリキュラム
マネジメントの理論と実践」

⑥カリキュラムマネジメントの関する著書数冊

カリキュラムマネジメントとの関係
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○学習指導要領がどう変わろうと日々の授業が変わらなけれ
ば意味がない。実権は学校や教師が握っている。

○総合的な学習の時間が創設され15年あまりが経過するが、
取り組みにおける学校間・教師間の格差はまだまだ大きい。

○学習指導要領が変わろうとも各学校のカリキュラムマネジ
メントがこの機能しなければ、題目に終わる。

○現行学習指導要領においてもバランスある学力を育成して
いる学校はカリキュラムマネジメントが有効に働いている。

カリキュラムマネジメントへの考え

各校のカリキュラムマネジメントを促進するための
資料を作成し、各都道府県等で指導・研修を徹底する。

別紙資料①②
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①子どもや地域等の実態把握に基づく学校教
育目標の設定と共通理解

②教育活動の内容や方法についての基本的な
理念や方針の設定

③各教科・領域等の教育活動の目標や内容、
方法の具体化

④日々の教育・経営活動の形成的・総括的な
評価・改善

カリキュラムマネジメント
手順・構成要素（カリキュラム面）

村川雅弘ほか編『「カリマネ」で学校はここまで変わる！』
ぎょうせい、2013年、pp.2-11
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①子どもや地域等の実態把握に基づく学校教
育目標の設定と共通理解

②教育活動の内容や方法についての基本的な
理念や方針の設定

③各教科・領域等の教育活動の目標や内容、
方法の具体化

④日々の教育・経営活動の形成的・総括的な
評価・改善

カリキュラムマネジメント
手順・構成要素（カリキュラム面）

村川雅弘ほか編『「カリマネ」で学校はここまで変わる！』
ぎょうせい、2013年、pp.2-11

別紙資料③
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表現力

向上心

聴く力基礎学力

主体性

＜平成２３年度生徒の実態＞

表現力

主体性 向上心

「自ら学び、豊かに、表現できる生徒」

基礎学力 聴く力

学びの基礎づくりと聴き合う、伝え合う活動を通して

生徒の実態分析を元に、改革に向け
た目標と方法のベクトルを揃える
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①子どもや地域等の実態把握に基づく学校教
育目標の設定と共通理解

②教育活動の内容や方法についての基本的な
理念や方針の設定

③各教科・領域等の教育活動の目標や内容、
方法の具体化

④日々の教育・経営活動の形成的・総括的な
評価・改善

カリキュラムマネジメント
手順・構成要素（カリキュラム面）

村川雅弘ほか編『「カリマネ」で学校はここまで変わる！』
ぎょうせい、2013年、pp.2-11
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平成22年度
全国学テ（Ｂ問題）の実態分析による課題
○教科の学習語彙を用いて説明、表現する力
○情報を整理、分析して自分の考えをまとめる力

平成22～24年度
各教科における言語活動の充実

話し合いのレシピ
「書き方、話し方、書き方」の具体例の作成

「学習モデル」６ステップ

実態分析に基づいた授業改善
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①「サクサク」視写でウォーミングアップ

②「ある!!ある!!」課題で興味ＵＰ！

③「～ができた！～がわかった！」 ゴール姿でめあてスッキリ！

④「言語活動で思いを形に！」思考力・表現力ＵＰ！

⑤「そうだったのか！」と振り返りで学びハッキリ！

⑥「ＨＷＴ（ホームワークタイム）」で学びの定着

Do
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④日々の教育・経営活動の形成的・総括的
な評価・改善

⑤指導体制と運営体制、学習環境と研修環
境、経費や時間などの工夫・改善

⑥教職員の力量向上や意識改革のための研
修

⑦家庭・地域及び外部機関との連携・協力

⑧管理職及び中堅層のリーダーシップ

カリキュラムマネジメント
手順・構成要素（マネジメント面）

村川雅弘ほか編『「カリマネ」で学校はここまで変わる！』
ぎょうせい、2013年、pp.2-11

別紙資料④
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○「朝のあいさつ運動」「学習環境の整備･改
善」「休み時間の生徒とのかかわり」（鈴鹿市
立千代崎中）

○「ハンドサイン」「学校丸ごと美術館」「先生
たちのブックトーク」（廿日市市立大野東中）

○「授業８つの心得」等の徹底ときめ細やかな
生徒理解・家庭への定期的な「小さな賞賛」

（戸田市立笹目中）

生活・学習規律の徹底・定着と
生徒との関係づくりのバランス
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④日々の教育・経営活動の形成的・総括的
な評価・改善

⑤指導体制と運営体制、学習環境と研修環
境、経費や時間などの工夫・改善

⑥教職員の力量向上や意識改革のための研
修

⑦家庭・地域及び外部機関との連携・協力

⑧管理職及び中堅層のリーダーシップ

カリキュラムマネジメント
手順・構成要素（マネジメント面）

村川雅弘ほか編『「カリマネ」で学校はここまで変わる！』
ぎょうせい、2013年、pp.2-11
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空き時間を利用した授業研究
1日5つ3週間のべ3日で15の授業公開

2011年10月7･14･21日
鈴鹿市立千代崎中 12



日々の授業の質的向上を目指し
教科部会で重点化

①教材の工夫

②ICTの活用
③発問の仕方

④板書の仕方

⑤学習形態（グループ、ペア・・・）

⑥学習活動（ワークショップ等）

⑦ワークシートの活用・工夫

⑧ノートの書き方

⑨授業展開の工夫（山場・見せ場等） 13



学習指導要領の中で、

校内外の限られた資源（施設・設備、予算、
人材等）を活用し、

具体的な教育活動を通して、

最大限の教育効果を上げる。

教師一人一人の経験や知識、専門性を繋
げ、形にし、実践を元に見直し改善する

カリキュラムマネジメントと
ワークショップ型研修
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○どの部分（要素）を改善していけばよいかを意
図した上で、研修を計画・実施する。

○学校長をはじめ管理職のリーダーシップの下
、主任層が核となり、全教職員で共通理解を図
りながら改革を進める。

○ワークショップ型で進める。経験年数や立場、
専門性にかかわらず、各々が意見やアイデアを
出し易く、その成果を可視化できる。

カリキュラムマネジメントを
意識した校内研修

村川雅弘ほか編『「カリマネ」で学校はここまで変わる！』
ぎょうせい、2013年、pp.164-173
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①学校全体のカリマネ
②教科・領域のカリマネ
③学年のカリマネ
④学級のカリマネ
⑤自己の学びのカリマネ

カリキュラムマネジメント
マインドの連続性・汎用性

①管理職
②教科主任
③学年主任
④学級担任
⑤教員志望学生

カリキュラムマネジメントの基本的な考え
方や枠組みは立場が変わっても普遍的であ
ることが望ましい。 別紙資料⑤⑥16



カリキュラムマネジメント・モデル（田村知子２００９）一部改変

⑪働きかけ

ア．教育目標の具現化ア．教育目標の具現化

オ．リーダーシップオ．リーダーシップ

ウ．組織構造ウ．組織構造

（人，物，財，組織と運営，
時間，情報など）

エ．組織文化（広義）エ．組織文化（広義）

カリキュラム文化 個人的
組織文化（狭義） 価値観

カ．家庭・地域社会等 キ．教育課程行政

イ．カリキュラムのＰＤＣＡイ．カリキュラムのＰＤＣＡ

経
営
活
動

（Ａ：改善）C：評価

D：実施 P：計画

④相互
関係

⑨機能⑧機能

⑦機能
③相互
関係

⑪働きかけ
⑩規定

⑩規定・支援

教
育
活
動

⑥影響

⑤相互
関係

②成果①反映

子ども
の実態
等

将来求め
られる資
質・能力
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支援体制に課題を残す。
自校のカリキュラムマネジメントの
特徴をひとことで表現すると…

-針蘭.Ji4詰自信など11統ーし'n、る

が，~際の侵!.Ifは教師の力量に

頼っている而がある.

-字句三~IJ~究会 . tT!ll畠

'IR出者全

. AlT， -r.ランチ !Tさんとの

隠し骨い

-宇織的実態に上。て置買

， ;車問IS岬針路町作成

・単元，:f錨軒荷町伸成

.部時間的活動燃町作成

. ALT， *~jンァィア派遣計拙

教育S練の実現化の状況

イ.カリキュラムのPDCA

ゴ

7，学綬教育目標の叡定

・白土 ・創造の精神lこ繊ち.It!.知，体の絢車lのとれた人間住:ftかで，

国際社会の一員として，たくまし〈生きるカを備えた兇震を育成司る.

・コミュニケーション能力の素地を袋う外国信活動

~亙いのよさを怨め.よりよ〈かかわるうとする干どもの育成~

C評価
・恒崎則円瞬り返りカード
， I年間を鱗句返っての

アンケト

・ 学~"IIii{牧師}f 
D実施

楠亭軍隊や置棟、目的のある樋働内事

積極的な2ミ3;:.!r シロレ恕Lt・悩験

的d!J解・宵路や費現，、の慣れ現L}，

-・][・・小学校学校名

氏名

子どもや地繊の実態 {張所や楳鑓)

.明るく情動的な児盆が多い"

-人rかかわりたい気持ちが強い.
・ 人とのかかわり方が分からないなど.'"ミ!I.~ケーショ

/Q:悶る与とが脊予な児砲がいる.

・苛えながbしっかりレ筋を聞いたり， 1'1分の思いを伝え

たりす晶4とが脊手な児鼠がいる.

(J)干どもの興時間":'ar生かした慢艶

(2)目的や意時のある活動

(3)仲間づ<'I，<I(喧理解聖書続L1::話勧

(4)也教科専k関連させt活動

(5)異なる宮慌を体験する情動

(61相手書簡を亜日lしたコミョヨケーシ蛋ン活動

(71 "ミ、ェヶーション町よさを知る情動

r 8)1CTを活用Lle慢高{自作教Hデジタル敏H曹・

Ni!K for S油国lなれ

活
動

1
『
対
応

《
つ
な
が
り
ご
は
あ
る
か
l

司遺
開
性

【つ
な
が
り
と
は
あ
る
か

オ.リーヲーシップ (校長、敏o.敏務主任、研究主任など)
O校長:.tlo 0研修主任:校内研jI:'"計画，¥Z世

O~事国踊活動よ任・ Jft"í者・限内研修向日時lfi 箪開.1隠元・慣曹計画町立案

工 学校文化 {組織文化 (カリキュラム文化+狭畿の組織文化)+生徒 (児童)文化+被風文化)

舗.文化 {大方の教脂血のものの見方 ・考え方.符'曲線>t.雰囲気など}

カリキュ号ム文化 (亭ども鋭、指揮車慢など}狼.の細峨文化 {人間関係、働曹方など}

・平成21年度f外国際活動における教紛の効果的な活朗及び錦価の夜り方に閉する実践研究事量J研究11'1

定を受ける.-al車外国防活動の現念の浸透が見られたが.構成員が棄わることで簿れつつある.

・平成22年度 f'l干累積事象Jを受ける.ICTを活用した銀鱗IIUIIがしやすい.

ウ 絹l鱒!織進 (4M・人 {配置、人材育成など}、 物 {施位、II!曲止時間、側線など}

財 {予算}、 組織と運営 (根務分掌、 m~車体側、 校内研修など) など}

-指型車』耳目白;(号偲任 ②但伴+JTE③担伴+札T⑪担任+JTH.~仁『 ⑤その他

・ 4均 :一通りの教材等iよそろっている. 各教唱にZ監干黒板hl~記憶されている.

. 5，6年それぞれに外筒稀活動J皇、唱者を配憶している.
-企Z議員対象の外関係訴動研修会をl'fう.

活
動

『箇
鎗区
院
内
つ
な
が
り
と
は
鼠
Y
骨
か

キ.教育縁組行政 (文科省、教育餐員会、教育セン9ーなど)

.徳島市教育委員会による ALT.支綬ポヲンティアの派遣.抱当者会，小中濯機の会

.徳島県総合教育センヲーによる研修

-港島県伺際父pfc協合TOPIA

-士H(j'rト争政乍習ml聾虫}傾舛国J怜即位D¥'日'tV 

カ.家庭・地域社会等 (他校、企.なども含む〉

.請書観綬業などで，外国nlf活動の俊子を知らせる.

・学敏新聞などで，外凶5再活動の様子を知らせる.

・徳島在住のゲストを招いての悶際焚流会.

・|高ー中学校区の小学校ー中学校との漣tえ (綬』躍を参観し合うなど)

子2面前注:口(要因)の中だけでなく、 司 (要因聞の関係)にもできるだけ・き込んでください.
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「敏員録用賦蛾合絡に向けず圃圃・ 1
2些後? し~徳島臓での小掌校教自由を邑指して-J
11自分 圃・の鵬(張所や畑}

。敏係よりも院生会やボヨンティアでの活動

在価先してしまう似向がある。

②読書やパyコンいじり t組立}などの蟻味

~ 111二時間企使b寸 Jである.

I 11③鮮や酬な持政則 t肝であるe
目 @小島語文など:Jt~聖を書〈 ことが :Ii手であるn

つ
な
が
り
と

は
あ
る
か

『
鎗
園
田
性

つ
な
が
り
と

は
あ
る
か

鳩 町t梯訟の [ゆっく り少しずつでも確実に進めて行く ] 

<:IDl吏祭実践)jが身についていない。

罵U 合

ア白教員録用飢餓に向けた目標のllI:定 教育目標の実現化の枚況 ・選ぶ時開t勉強寸る時聞をは。きり分ける.

①教採合絡を優先して.勉強する， ・・・・・・・・・・ 4世保とそれ以外では、 4:6で負けている畠 ・フ;_.，=-ングなどで気分転機をする.

②休息は緩くi索くとり、 無駄な時陶を省〈命令・・・・ 側や併にむだな時間が事い。 _ :

@l草終試験平均80;.'，(を突破する. ・・・・ e ・・・・ lil均60点前後しかない。

(4)30分で800宇の小論文を釜<.-・・・・ e ・・・・・ 8ω*1こl時間以上かける 七、主題からそれ岳.

@イン~-ンシップにて、綬祭実践カを高める. 配車誌が11母校第l学年に決定.10 Jl開始。 一-戸戸-
A 
1泣if.:

P 

~t岡

教
育
活
動

ー

「
対
応

イ.カリキユラムのP∞A
①優先度の磁鼠 ②時間の有効活用 ③疎かな争力の破保 (11:優先} ③慢JI.J曜眼力の向上

P l:.l-u国):スケジュール岐など p (:t削):①のように;<'1'ジュー p (針副):ωと<%)1.:.よってできた pm極上 10月から始まるインヲーンシ

で‘ベsらなければならないことを /1.-帳を見て、 無駄な時間がないか 時間を噂F司教集 ・ー般教義 ・教職教 ップにおいて、 俊築実餓カのl向kを回帰

磁総L.順位を付ける 鴻ベ、時間の使い方を計画するe 3島の勉強に当てるe す。

D (笑絡):教採の勉強やガイダ o (実施}・ 科教饗ごとに、 一定の o (実施} 。軍事休業中，..:~ 鱒 i 学年にお

ンλを優先的に行ふまたふれぞ o l実施):無itな時間を省き、夜 時間で問題』置に取りJItみ、それを反

11>.¥ 10巴聞作禽珊。と醐た内.耐…材師で循醐方が週導陣6a朱@民嗣4舎樹佐t作F山時'ヨ芙t、1川iU1柑 醐 酬 明 1-遣いれに時間を設定し、メリハ日をつ は阜めに限弘 明iι勉殉できる時 復して確実に貴;える. る.また、 ので、使隷実臨IをするH員会
けて泊旅する. 間企作る. c (評価):定期的に僚機試を行 践する・ が事いと思われる国精..

c (蒜偏):スケジaール帳ド計 c (評側):スケジ.:;L-!l械の記録 い.1干科自の得点と7・1$]点毛:記録 C (i干伽} 獄、生活. 体育の内、 国I~を
E匝と実施状況世記録し‘ 計画通り 五:見て、何もしていない時間がな し、野仙する. ただくとともド‘綬itをピデオで機影して
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個々の生徒や
教員への理解

日常的かかわり・
学テほか分析

先見性や予測
に基づく行動

明確なビジョン・
ゴールイメージ

多様な他者へ尊
重・モデル構築

個性ある集団
をまとめ導く

管理職に求められる資質能力
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学級経営において成果につながる８つのコンピテンシーとキー・サクセス・ファクター

子どもに対する高い期待感 子どもに対する愛情 教師としての使命感

一人の人間としての関わり 教育者としての導き

一人一人の子ども理解 学級集団の理解

子どもの
自己教育
力を育成
する力

よさやがんばりの価値づけ

教師と子どもの人間関係づくり

問題解決を通
した個の成長
や集団づくり

子どもどうしの人間関係づくり

学級活動・
学校行事などを通し
た集団づくり

生活ルール・
ルーチンの構築

教室環境をい
かした学級づ
くり

教師のチー
ムワーク

保護者
地域住民
関係機関
との連携

教師としての前
提

教師としてのあり
方

子ども理解

成長目標達成のための手だてや場の設定

成長目標の設定

学習活動の中での
個への対応と集団づくり

安全へ
の配慮

連携力

①子どもの課題や
問題行動の背景を
多面的に理解する

②保護者の思いや願
いを理解し，子ども
に対する前向きの期
待を表明する

③子どもどうしが
つながるための多
様な場や状況を意
図的に設定する

④チャレンジング
な目標設定と成功
体験を積ませる

⑤根底のニー
ズを読み解き，
よりよい成長
に向けて多様
な導きを行う

⑥子どもたちの実態に応じ
た具体的で効果的な
成長目標を設定する

⑦子どものよさを

多面的にとらえ多
様な方法でフィー
ドバックを行う

⑧個に応じ，集団を
楽しく導く学習内
容・方法を工夫する

別紙資料⑦
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子どもに対する高い期待感 子どもに対する愛情 教師としての使命感

一人の人間と
しての関わり

教育者としての導き ・みんなの歌が一番いいよとほめる・ルールを初めに明確にする・子どものやりたいことや自主

性を尊重する・学級は最初が肝心・ルールをきつくしたりゆるくしたりしない・ひいきをしない・みんなを一緒にあつかう・同じよ
うにみんなを怒る・怒りを次の日まで引きずらない・同じ子どもに友だちの面倒を見させない・子どもを一人にしない・できるこ
との中でレベルを上げる・何でも子どもに任せず引き上げも必要・誠実に怒ったりほめたり泣き笑う

一人一人の子ども理解 ・友だちをたたくなど表面に見える行動を見逃さない・廊下ですれ違うときに見せる子どもの表情や
言葉を気にかける・できないと思いこんでいる子への配慮・反抗する子の良い面を認める・子どもの甘えを受け止める・子どものかわ
いらしさに気づく・反抗する子も教師を見ている・障害のある子の手助けがいる面を適切に判断する・友だちの世話をずっと任されてい
る子の気持ちに気づく・子どもはやりたいと思ったことにのってくる・親の印象と子どもを切り離して判断する・不登校気味の子どもに気
づく・不登校の原因を正しく把握する・不登校気味の子どもの気持ちを理解する・登校のきっかけを作る・不登校の友だちを迎えに行く
子どもの優しさを認める・教師に見せる子どもの姿と友だちに見せる姿の両方を知る・かたくなな子どもの行動の理由を判断する・これ
までの友だち関係や子どもの立場を知る・子どもも教師が真剣かうわべだけかを見抜くことを知る

学級
集団
の理
解

子どもの自己教育力を育成する力

よさやがんばりを価値づける ・みんなの歌が1番とほめる

・お手本で全校の前で歌わせる ・合奏の喜びを味あわせる ・み
んなの考えだから大丈夫と自信を持たせる ・発表の場の設定

教師と子どもの
人間関係づくり

問題解決を通した個の成長や集団づくり

子どもどうしの人間関係づくり ・みんなで一つの曲が合奏できる喜びを味あ

わせる・自分たちで工夫して練習させる・誰とでもグループが組めるようにする・不登
校の友だちを迎えにいける・教師の見えないところでのトラブルに気づく

学級活動・学校行事などを通した集団づく
り ・集会で歌う歌のお手本ＣＤ作り・全校生徒
の前でお手本で歌う・「運動会団体戦は毎年優勝
する」と宣言し目標とする・3人4脚をチームで自主
的に練習・運動会団体戦優勝のめあてを達成・学
習発表会で少し高い目標を持たせる・発表の場を
設定し人に見せる

生活ルール
ルーチンの
構築

教室環境
をいかし
た学級づ
くり教師のチームワーク

保護者・地域住民・関
係機関との連携 ・保
護者にも教師の通知表を
書いてもらう・言い訳をしな
い・障害のある子どもを持
つ親の願いを受け止める・
いろいろな人の手を借りて
子どもを育てる・1年生の
親の何を見ても感動する
気持ちを大切にする・子ど
もができるようになったこと
を見せる・親からの情報を
鵜呑みにしない・保護者に
信頼してもらえる行動をと
る・必要があれば無理な
呼び出しにも駆けつける

教師としての前提

教師としてのあり方

子ども理解

成長目標達成のための手だてや場の設定

成長目標の設定 ・みんなで一つのことをやりとげる喜びを味あわせる・小さい子は休み時間は外で遊ばせる・できる範囲の

ちょっと高い目標と例を示す・発表の場を作り感動を味あわせる・自分が楽しい，おもしろいと思える目標を設定する・前向きに
何でも考えられる子に・みんなで協力体制を持てる

学習活動の中での個への対応と集団づくり
・演奏の能力に応じたパートを作る ・全員が練習
に参加できる課題をつくる ・みんなで合奏する喜
びを味あわせる ・参加できないと思いこんでいた
子を参加させる手だて ・生活科の発表で親に感動
を ・他の先生に見せる ・楽しい教科学習の工夫

安全
への
配慮

連携力
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①児童生徒の実態分析力→授業の構想・設
計、日常的な指導･支援、授業改善・カリキュ
ラム改善

②人間関係構築力→子ども一人一人の特性理
解、保護者や地域の人との連携・協力、同僚教
師との協働

③概念化能力→教育活動の子どもにとっての
価値・意味を問い直し

④カリキュラムマネジメント力

教師に求められる資質能力

求められる資質能力は立場が変わっても普
遍的であることが望ましい。 別紙資料⑧⑨23



【カリキュラムマネジメント】

○村川雅弘・田村知子ほか編著『「カリマネ」で学校がここまで変わる！』ぎょうせ

い、2013
○村川雅弘・田村知子ほか編著『学びを起こす授業改革』ぎょうせい、2011
○村川雅弘・池田勝久編著『小学校外国語活動パーフェクトガイド』教育開発研

究所、2010
○村川雅弘・酒井達哉編著『総合的な学習 充実化戦略のすべて』日本文教出

版、2006
【ワークショップ型研修】

○村川雅弘編著『「ワークショップ型校内研修」充実化・活性化戦略43』教育開発
研究所、2012
○村川雅弘編著『「ワークショップ型校内研修」で学校が変わる 学校を変える』教

育開発研究所、2010
○村川雅弘編著『授業にいかす 教師がいきる ワークショップ型研修のすすめ』ぎ

ょうせい、2005

カリキュラムマネジメントと
ワークショップ型研修に関する拙書
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①村川雅弘「特別解説「育成すべき資質・能力を踏まえた教育目標・内容と評価の在り方に関する

検討会」論点整理をどう読み解くか」、『教職研修』教育開発研究所、 2014年8月号、74-77

②村川雅弘「来年度から各学校でできること」、『教職研修』2015年2月号、30-31

③村川雅弘「校内研修の極意 第2回 年度始めに行いたい研修」、『教職研修』2015年5月号、

50-51

④村川雅弘「校内研修の極意 第３回 学びの土台となる学校環境整備」、『教職研修』2015年６

月号、50-51

⑤村川雅弘・池田勝久編著『小学校外国語活動のための校内研修パーフェクトガイド』教育開発

研究所、6-7、2010年

⑥江口慎一「学級担任レベルのカリキュラムマネジメントによる分析」、村川雅弘・酒井達哉編著

『総合的な学習 充実化戦略のすべて』日本文教出版、138-147、2006年

⑦伊達智登世「コンピテンシー・モデルを活用して学級経営力をUP！」、村川雅弘編著『「ワークシ

ョップ型校内研修」で学校が変わる 学校を変える』教育開発研究所、116-121、2010年

⑧村川雅弘「求められる教師力とその育成」、『学校経営方略』第25号、4-5、2015年

⑨村川雅弘「〈指導主事必見〉教育センター研修の工夫・改善と校内研修支援のあり方」、『教職

研修』2014年7月号、112-115
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